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兵庫県における自転車関係の統計 

 

１ 自転車保有台数（平成 25年）  

【出典：平成 24年度自転車保有実態に関する調査報告書 （財）自転車産業

振興協会】 

 平成 25年…全国約 71,551千台 

        兵庫県約 3,245千台（全国に占める割合：約 4.5％） 

 

２ 交通事故発生件数（平成 25年） 

  全国 629,021件 

  兵庫県 32,734件（全国に占める割合：5.2％） 

 

３ 自転車関係事故等発生状況（平成 25年） 

  

(1) 自転車関係事故件数…全国 121,040件 

兵庫県 7,400件（全国に占める割合：6.1％） 

  

(2) 自転車乗者中の死者…全国 600人 

             兵庫県 23人（全国に占める割合：3.8％） 

  

(3) 自転車乗車中の傷者…全国 119,929人 

             兵庫県 7,359人（全国に占める割合：6.1％） 

  

(4) 交通事故における自転車関与率（平成 25年） 

    全国 19.2％ 

    兵庫県 22.6％ 

  

(5) 人対自転車事故…全国 2,605件（全国の人身事故に占める割合:0.4％） 

           兵庫県 175件（県内の人身事故に占める割合：0.5％） 

 

４ 自転車保険加入率 

 ※ TSマーク付帯保険交付枚数（平成 25年度） 

   全国 2,516,587枚（保有台数に占める割合：3.5％） 

   兵庫県 21,700枚（保有台数に占める割合：0.7％） 
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自転車の交通事故の現状 

 

１ 兵庫県下の交通事故情勢 

（１）平成 25年中の交通事故発生状況 

 

 

 

 

 

 

   【交通事故死者】 187人（前年対比＋８人） 

   【人身事故件数】 32,734件（前年対比－1,322件）、７年連続４万件以下 

   【年齢別死 者】 高齢者の占める割合 55.1％（死者 187人中、高齢者 103人） 

   【時間別死 者】 16～18時 32人（＋９人）、18～20時 25 人（＋10人） 

 

（２）過去 10年の死者数と人身事故件数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 自転車関係事故の発生状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年別

区分

43,526 42,780 41,277 38,551 37,139 36,360 36,594 36,195 34,056 32,734

9,131 8,921 8,803 8,400 8,389 8,484 8,444 8,485 7,794 7,400

構成率 21.0% 20.9% 21.3% 21.8% 22.6% 23.3% 23.1% 23.4% 22.9% 22.6%

死者 34 30 27 34 25 31 32 28 23 23

傷者 9,223 9,015 8,810 8,454 8,387 8,415 8,389 8,443 7,754 7,359

計 9,257 9,045 8,837 8,488 8,412 8,446 8,421 8,471 7,777 7,382
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増 減 数 - 1,322 + 8 - 1,800 - 188

増 減 率 -3.9 +4.5 -4.3 -6.0 
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人身事故件数 43,526 42,780 41,277 38,551 37,139 36,360 36,594 36,195 34,056 32,734

死　者　数 285 260 256 231 199 176 192 198 179 187

傷　者　数 53,985 53,039 50,891 47,440 45,342 44,404 44,339 44,100 42,073 40,273
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過去 10年の自転車関係事故の発生状況は、減少傾向であるが、全人身事故の 20％

以上を占めている。 

  平成 25 年中の自転車関係事故は 7,400 件（前年対比－394件）で 5.1％減少して

いるが、全人身事故の 22.6％を占めている。 

 

３ 自転車関係事故の類型別発生状況 

（１）事故類型 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 25年中の自転車が関係する交通事故 7,400件のうち、対車両の交通事故

が 6,646 件（89.8％）で最も多い。 

 

（２）自転車対車両（自転車対自転車を含む）の交通事故状況 

 

 

 

 

 

 

平成 25年中の自転車対車両（自転車対自転車を含む）の交通事故 6,891件の

うち、出会頭の交通事故が 60.6％を占め、交差点での事故が多く発生している。 
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（３）人対自転車の交通事故発生状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   平成 25年中の人対自転車の交通事故は 175件（前年対比＋６件）で、10年前

（平成 16年）の 1.9倍に増加している。 

 

① 人対自転車の交通事故による歩行者の死傷状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   平成 25年中の人対自転車の交通事故による歩行者の負傷者は、167人で 10年

前（平成 16年）の約２倍に増加し、そのうちの 32人（19.2％）が重傷、135人

（80.8％）が軽傷となっている。 
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② 人対自転車の交通事故の衝突地点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    平成 25 年中の人対自転車の交通事故 175 件のうち、歩道上での衝突が 82

件で 46.9％となっており、半数近くが歩道上での衝突事故である。 

 

４ 自転車関係事故の地域別発生状況 

（１）県民局別発生状況（平成 25年中） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 25 年中の自転車関係事故のうち、阪神南地域が最も高く、次いで神戸地域、

東播磨地域となっている。 
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（２）市区町別発生状況（平成 25年中） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全人身事故に占める自転車関係事故

の割合は、尼崎市・伊丹市では 40％以

上、西宮市・芦屋市・高砂市・播磨町で

は 30％以上となっている。 

５ 自転車関係事故の時間別発生状況 

（１）時間別発生状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  通勤・通学時間帯の午前８時台、午後５時台の発生が多い。 

区分

県民局別 自転車事故 構成率 死者 傷者

合　　　計 32,734 7,400 22.6% 23 7,359

神 戸 市 小 計 8,056 1,299 16.1% 2 1,279
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三 田 市 483 101 20.9% 102
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福 崎 町 130 17 13.1% 16

神 河 町 49 3 6.1% 3

小 計 1,692 305 18.0% 1 308
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た つ の 市 639 102 16.0% 103

赤 穂 市 205 49 23.9% 1 47

宍 粟 市 200 23 11.5% 24

太 子 町 280 64 22.9% 67

上 郡 町 67 20 29.9% 19

佐 用 町 88 11 12.5% 11

小 計 501 56 11.2% 2 55

篠 山 市 213 26 12.2% 27

丹 波 市 288 30 10.4% 2 28

小 計 663 69 10.4% 68

豊 岡 市 313 38 12.1% 37

養 父 市 118 11 9.3% 11

朝 来 市 144 14 9.7% 14

香 美 町 36 1 2.8% 1

新 温 泉 町 52 5 9.6% 5

小 計 760 128 16.8% 134

洲 本 市 235 44 18.7% 44
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小計 7,163 7,013 6,971 6,600 6,636 6,762 6,710 6,732 6,131 5,840
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7時 634 660 691 662 669 672 656 735 637 615
8時 957 921 931 870 894 864 872 845 820 813
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10時 567 556 540 517 488 579 531 576 516 435
11時 547 537 567 450 503 509 565 540 452 457
12時 491 466 461 415 440 440 439 442 386 379
13時 468 454 475 451 436 462 458 424 396 378
14時 486 436 429 435 437 413 410 417 382 349
15時 630 623 569 559 544 550 539 532 503 414
16時 783 730 731 628 715 701 676 704 640 633
17時 887 903 853 918 829 883 818 813 718 748

小計 1,968 1,908 1,832 1,800 1,753 1,722 1,734 1,753 1,663 1,560

18時 700 666 614 614 626 615 627 614 567 559
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23時 93 88 58 74 67 68 72 62 77 57
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1時 31 22 23 28 30 26 18 18 24 18
2時 18 12 12 16 8 8 12 13 17 12
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（２）自転車乗車中の死傷者の時間別・学年別状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

小学生は学校終了後の 16時台・17時台、中学生は

通学時間帯の７時台と帰宅時間帯の 18 時台、高校生

は通学時間帯の７時台・８時台に多く負傷している。 

 

６ ヘルメット着用状況（平成 25年中） 

（１）自転車乗車中の死者         （２）自転車乗車中の傷者 

 

 

 

 

 

 

 

（３）自転車乗車中の死傷者 

 

 

 

 

 

 

 

  平成25年中の自転車乗車中死者23人の損傷主部位

は、頭部が 18人で 79％を占めている。 

自転車乗車中の死傷者のうち、幼児のヘルメット着

用率は 26％で、５年前（平成 21年）の２倍になって

いるが、小学生・中学生・高校生・高齢者の着用率は

過去５年間、ほぼ横ばいである。 

 

 

 

 

H25　自転車乗車中の傷者（時間別・学年別）
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７ 自転車乗車中の死傷者の違反 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

平成 25 年中の自転車乗車中の死傷者 7,382 人のうち、6,393 人（86.6％）に何

らかの交通違反が認められる。 

  交通違反のうち、「交差点安全進行（交差点に進入又は通過するときに、車や歩

行者に注意し、できる限り安全なスピードと方法で進行しなければならない義務）」

が 2,574 人で最も多く、死傷者 7,382 人のうちの 34.9％、次いで「安全運転義務

（安全不確認、周囲の通行者（車）等の動静確認、ハンドル・ブレーキ操作など運

転に必要な装置を確実に操作する義務等）」が 1,272人で 17.2％、一時不停止が 614

人で 8.3％となっている。 

 

８ 自転車交通安全教育の実施状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

                  

平成 25 年中の自転車交通安全教育は、実施回

数 2,451 回、受講者 275,954人であった。 

                 受講者の内訳では、小学生が 121,098人（44％）

で最も多く、次いで中学生が 44,106人（16％）、

高校生が 42,053人（15％）となっている。 

 

年別

違反別

9,257 9,045 8,837 8,488 8,412 8,446 8,421 8,471 7,777 7,382

7,098 6,960 7,818 7,718 6,656 7,018 7,075 7,389 6,587 6,393

380 396 367 369 327 283 338 336 286 242

298 236 331 533 305 368 294 394 378 347

252 296 356 431 281 305 286 191 151 180

68 59 210 269 316 317 286 275 272 221

3,031 2,919 3,314 3,015 1,771 2,429 2,569 2,882 2,603 2,574

254 278 764 669 634 645 639 521 359 393

739 743 673 725 618 710 746 680 641 614

56 14 14 14 41 32 133 398 555 335
ﾊ ﾝ ﾄ ﾞ ﾙ 操作 189 181 190 226 265 291 342 355 326 257
ﾌ ﾞ ﾚ ｰ ｷ 操作 49 23 54 55 51 69 61 50 44 50
前方不注視 132 86 555 341 115 105 167 115 77 51
動静不注視 452 479 471 601 557 334 322 380 337 529
安全不確認 648 722 127 74 895 435 423 302 139 198
そ の 他 224 264 214 136 326 414 171 189 151 187

小　計 1,694 1,755 1,611 1,433 2,209 1,648 1,486 1,391 1,074 1,272

323 264 178 260 154 281 298 321 268 215

3 0 0 0 0 0 0 0 0 0
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自転車の安全な利用に関するアンケート調査について 

１ 調査概要                          ＜参考：回答者及び属性＞ 

（１）調査目的 

   自転車に関する法令遵守意識、自転車保険加入状況等を 

把握するため 

（２）調査期間・方法 

   平成 25年９月 21日から同年 11月２日までの間 

   県内の交通安全イベント会場、交通安全教室の開催場所、 

自動車教習所で実施 

（３）調査数 

   1,651人 

 

２ 調査結果の概観 

項 目 アンケート結果 結果の考察 

自転車保険 

の加入状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自転車保険の加入状況をみると、
全体では、「自転車を持っているが
加入していない」が 38.7％を占め
ており、自転車保険の加入を促進
することが重要である。 
また、「自転車を持っているがわか
らない」が 18.0％を占めており、
自転車保険の周知を図らなければ
ならない。(※自転車を持っていな
い 282人、無回答 31人を除く 1,338
人では、「保険に加入している」が
30％、「自転車を持っているが加入
していない」が 48％、「自転車を持
っているがわからない」が 22％) 

自転車保険 

に加入して 

いない理由 

 

 

自転車をもっているが加入していない：639人 

複数回答可：727件 

 

 

 

 

 

 

 

 

自転車保険に加入していない理由

をみると、「自転車にほとんど乗ら

ない」が 33.1％を占めている。 

次いで、「費用がかかる」が 22.3％、

「加害者になることはほとんどな

い」が 17.9％、を占めており、自

転車保険の種類、加害事故を起こ

した際の刑事・民事の責任等を周

知していかなければならない。 

 

今後、優先し 

て取り組む 

べき対策 

 

 

複数回答可：2,691件 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今後、優先して取り組むべき対策 

をみると、「自転車道等の自転車の

通行環境整備の推進」が 65.7％を

占めている。 

「学校や地域における交通安全教 

育活動の強化」が 38.6％、「ルール 

に関する広報啓発活動の強化」が 

35.4％であり、引き続き、広報啓 

発、交通安全教育等を通じて、交 

通ルールの遵守とマナーの向上を 

図る必要がある。 

1,651
男　性 777
女　性 873
無回答 1
10　代 299
20　代 336
30　代 289
40　代 199
50　代 152
60　代 235
70　代 122
80　代 19

総　数

性
別

年
　
代
　
別

区　分 回答数 割合

加入している 401 24.3%

自転車を持っていない 282 17.1%

無回答 31 1.9%

自転車を持っているが加入
していない

自転車を持っているがわか
らない

639

298

38.7%

18.0%

区　分 回答数 割合

費用がかかるから 162 22.3%

その他 85 11.7%
無回答 7 1.0%

事故の加害者になることは
ほとんどないと思うから

17.9%

14.0%

33.1%

保険の加入手続きが面倒だ
から
自転車にほとんど乗らない
から

130

102

241

区　分 回答数 割合

無回答 41 2.5%

自転車道等の自転車の通行
環境整備の推進

1,085

ルールに関する広報啓発活
動の強化
学校や地域における交通安
全教育活動の強化
条例や規則による県民、事
業者等の安全利用に関する
責任の明確化

65.7%

584

637

344 20.8%

38.6%

35.4%
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区分

相手への補償

保険会社 賠償責任補償 死亡・傷害補償 入院補償 その他

A　社
死亡又は重度
（１～７級）
2,000万円

死亡又は重度
（１～４級）
100万円

10万円
（15日以
上）

－

点検年月日と自転車
安全整備士番号が記
載された保険有効期
間中のTSマーク貼付
自転車に搭乗中の人

が対象

年2,000円
程度

１年間
TSマーク
（シール）を
車体に貼付

盗難自転車等
は補償の対象
外

B　社
5,000万円

（免責1,000円）
100万円

1,000円
（日額）

－ 登録者（１名のみ） 年2,700円 １年間
車体にシー
ルを貼付

盗難保険
２年間

C　社 １億円 － 20,000円 － 登録者（１名のみ） 負担なし １年間
登録完了の
メールを登
録者に送信

メーカーが保
険会社と一括
契約

D　社 1,000万円 300万円
6,000円
（日額）

－ 加入者 年2,900円 １年間 証書

E　社 5,000万円 553万円
4,000円
（日額）

－ 会員 年5,000円 １年間 証書

F　社 5,000万円 300万円
4,000円
（日額）

－ 加入者 年4,290円 １年間 証書

G　社 ２億円 500万円
3,000円
（日額）

－ 加入者 年5,280円 １年間 証書
携帯電話から

加入

H　社 １億円 400万円
6,000円
（日額）

－ 加入者 年4,160円 １年間 証書
コンビニで
加入

I　社 １億円 500万円
6,000円
（日額）

通院日額
1,000円

加入者並びに家族 年6,400円 １年間 証書

J　社 １億円 500万円
18万円
（90日以
上）

－ 加入者並びに家族 年14,400円 １年間 証書

K　社 １億円 － － － 加入者並びに家族
年1,000円
程度

１年間 証書

L　社 無制限 － － － 加入者並びに家族
年1,200円
程度

１年間 証書

M　社 無制限 － － － 加入者並びに家族 年1,500円 １年間 証書

N　社 １億円 － － － 加入者並びに家族 年2,430円 １年間 証書

O　社 無制限 － － － 加入者並びに家族 年1,500円 １年間 証書

P　社 １億円 － － － 加入者 年300円 １年間 －
PTA（学校）単
位ごとに加入
24時間対象

Q　社 5,000万円 378万円
5,000円
（日額）

通院日額
3,000円

加入者（賠償に限って
は家族も含む）

３年一括で
4,780円

３年間 証書 24時間対象

対　　象

自転車保険の例

補償内容

対　　象
費　　用
（保険料）

保険期間
保険加入の
確認方法

その他本人の補償

（125cc以下） ○　死亡　3,000万円/人

購 入 時 等 に 加 入 す る こ と を 主 目 的 に し た 補 償

傷 害 保 険 ・ 個 人 賠 償 責 任 保 険 が セ ッ ト で 販 売 さ れ て い る 保 険

個 人 賠 償 責 任 保 険 （ 自 動 車 ・ 火 災 ・ 傷 害 保 険 等 の 特 約 ）

高 等 学 校 等 で 加 入 す る 保 険

※　家族は、本人又は配偶者と同居の親族（６親等内の血族、３親等内の姻族）及び別居の未婚（婚姻歴のないこと）の子。

【 参 考 】 自 動 車 損 害 賠 償 責 任 保 険 （ 共 済 ）

車　　種

自家用自動車
○　後遺障害75万円～4,000万円 ２年　27,840円

原動機付自転車 　　（障害等級に応じて） ３年　12,410円

補　償　内　容 費　　用 そ　の　他

２年　9,870円

政府保障事業により、ひき
逃げや無保険車による事故
も自賠責の支払額に準じて

補填

○　傷害　120万円/人

被保険自動車の保有
者及びその運転者

３年　39,120円

※　自賠責保険（共済）証明書は車載しなければならない。250cc以下のバイクは保険（共済）標章（ステッカー）をナンバープレートに貼付。

※　自賠責保険（共済）に未加入で運行した場合は１年以下の懲役または50万円以下の罰金、自賠責保険（共済）の証明書を所持していなかった
だけでも30万円以下の罰金。無保険での運転は交通違反となり違反点数６点が付される。

参考資料４ 


